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文
書
提
出
命
令
等
に
対
す
る
許
可
抗
告
事
件
（
最
高
裁
判
所
令
和
元
年

（許）
第
一
一
号
、
令
和
二
年
三
月
二
四
日
第
三
小
法
廷
決
定
、
抗
告
棄

却
）

〔
事　

実
〕

　

本
件
は
、
Ⅹ
が
、
Ｙ
社
の
開
設
す
る
病
院
の
看
護
師
の
過
失
に
よ
り

Ⅹ
の
父
で
あ
る
Ａ
が
転
倒
し
て
頭
部
を
床
面
に
強
打
し
た
た
め
に
死
亡

し
た
な
ど
と
主
張
し
て
、
Ｙ
社
に
対
し
、
使
用
者
責
任
に
基
づ
く
損
害

賠
償
を
求
め
た
訴
訟
（
以
下
「
基
本
事
件
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
Ｂ
（
北
海
道
）
が
所
持
す
る
文
書
に
つ
き
、
文
書

提
出
命
令
の
申
立
て
が
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　

Ｘ
は
、
本
件
基
本
事
件
の
控
訴
審
に
お
い
て
、
上
記
の
転
倒
に
よ
り

Ａ
が
死
亡
し
た
こ
と
等
を
立
証
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
Ａ

の
死
体
に
つ
い
て
Ｂ
に
所
属
す
る
司
法
警
察
職
員
か
ら
鑑
定
の
嘱
託
を

受
け
た
医
師
が
当
該
鑑
定
の
た
め
に
必
要
な
処
分
と
し
て
裁
判
所
の
許

可
を
受
け
て
し
た
当
該
死
体
の
解
剖
の
写
真
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ

た
電
磁
的
記
録
媒
体
で
あ
っ
て
Ｂ
が
所
持
す
る
も
の
（
以
下
「
本
件
準

文
書
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段
所
定
の

「
挙
証
者
と
文
書
の
所
持
者
と
の
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
作
成
さ
れ

た
と
き
」（
以
下
、
当
該
要
件
に
係
る
文
書
を
「
法
律
関
係
文
書
」
と

い
う
）
に
該
当
す
る
と
し
て
、
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
を
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
相
手
方
は
、
本
件
準
文
書
は
刑
事
事
件
の
捜
査
の
過
程
で

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
刑
訴
法
四
七
条
の
「
訴
訟
に
関

す
る
書
類
」
に
該
当
す
る
旨
を
主
張
す
る
な
ど
し
て
争
っ
た
。
な
お
、

上
記
の
転
倒
に
か
か
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
事
故
後
、
業
務
上
過
失
傷

害
事
件
と
し
て
捜
査
が
実
施
さ
れ
た
（
Ａ
の
死
亡
に
よ
り
業
務
上
過
失

致
死
事
件
に
切
り
替
え
ら
れ
た
の
ち
、
再
び
業
務
上
過
失
傷
害
事
件
に

切
り
替
え
て
捜
査
が
継
続
さ
れ
た
）
が
、
既
に
公
訴
時
効
が
完
成
し
、

〔
最　

高　

裁　

民　

訴　

事　

例　

研　

究　

四
七
一
〕

令
和
二
3
（
民
集
七
四
巻
三
号
四
五
五
頁
）

鑑
定
の
た
め
に
必
要
な
処
分
と
し
て
さ
れ
た
死
体
の
解
剖
の
写

真
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
媒
体
が
民
訴
法

二
二
〇
条
三
号
所
定
の
い
わ
ゆ
る
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る

と
さ
れ
た
事
例
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捜
査
記
録
は
廃
棄
さ
れ
た
と
さ
れ
る（（
（

。

　

原
決
定（（
（

は
、「
解
剖
写
真
は
司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
の
一
部
で

あ
り
、
挙
証
者
（
患
者
側
遺
族
）
の
解
剖
を
さ
れ
な
い
自
由
を
制
約
し

て
解
剖
を
受
忍
さ
せ
る
と
い
う
所
持
者
（
捜
査
機
関
）
と
挙
証
者
と
の

間
の
法
律
関
係
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
亡
Ａ
の
遺
族
で
あ
る
申
立

人
と
相
手
方
と
の
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法

二
二
〇
条
三
号
所
定
の
い
わ
ゆ
る
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
と
認
め

る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、「
本
件
に
つ
い
て
は
、
基
本
事

件
に
お
い
て
解
剖
写
真
を
証
拠
と
し
て
取
り
調
べ
る
必
要
性
が
認
め
ら

れ
、
解
剖
写
真
が
開
示
さ
れ
た
と
し
て
も
今
後
の
捜
査
、
公
判
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
は
な
く
、
ま
た
解
剖
写
真
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ

り
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
具
体
的
な
お
そ
れ
も
存
在

し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
相
手
方
に
お
い
て
刑
事
訴
訟
法
四
七
条
に

基
づ
き
解
剖
写
真
の
提
出
を
拒
否
す
る
こ
と
は
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱

し
又
は
こ
れ
を
濫
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
」
と
し
て
、
本
件
準
文
書
の
提
出
を
命
じ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
が
抗
告
許
可
の
申
立
て
を
し
て
、
許
可
さ
れ
た（（
（

。

〔
決
定
要
旨
〕

　

抗
告
棄
却
。

　
「
民
事
訴
訟
に
お
い
て
死
者
の
死
因
が
争
わ
れ
る
場
合
、
当
該
死
者

の
死
体
の
解
剖
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
結
果
等
が
記
載
さ
れ
た
文
書

は
重
要
な
証
拠
と
な
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
察
官
、
検
察
事
務

官
又
は
司
法
警
察
職
員
か
ら
鑑
定
の
嘱
託
を
受
け
た
者
が
当
該
鑑
定
の

た
め
に
必
要
な
処
分
と
し
て
裁
判
官
の
許
可
を
受
け
て
す
る
死
体
の
解

剖
（
以
下
「
司
法
解
剖
」
と
い
う
。）
の
結
果
等
が
記
載
さ
れ
た
鑑
定

書
等
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
が
さ
れ
た
と
し

て
も
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
所
定
の
『
刑
事
事
件
に
係
る
訴
訟
に

関
す
る
書
類
』
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
（
最
高
裁
令
和
元
年
（許）
第
一
二

号
同
二
年
三
月
二
四
日
第
三
小
法
廷
決
定
参
照
）、
同
号
に
基
づ
く
提

出
義
務
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
上
記
文
書
が
法
律
関
係

文
書
に
該
当
す
れ
ば
、
こ
れ
が
刑
訴
法
四
七
条
所
定
の
『
訴
訟
に
関
す

る
書
類
』
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
保
管
者
に
よ
る
提
出
の
拒
否

が
当
該
保
管
者
の
有
す
る
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
又
は
濫
用
す
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
そ
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
（
最
高
裁
平
成
一
五
年
（許）
第
四
〇
号
同
一
六
年
五
月
二
五
日
第
三
小

法
廷
決
定
・
民
集
五
八
巻
五
号
一
一
三
五
頁
参
照
）。

　

文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
に
係
る
文
書
が
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段
の
文
言
及
び
沿

革
に
照
ら
し
、
当
該
文
書
の
記
載
内
容
や
そ
の
作
成
の
経
緯
及
び
目
的

等
を
斟
酌
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
準
文
書
は
、
Ｂ
に

所
属
す
る
司
法
警
察
職
員
か
ら
鑑
定
の
嘱
託
を
受
け
た
者
に
よ
る
Ａ
の

死
体
に
つ
い
て
の
司
法
解
剖
（
以
下
「
本
件
司
法
解
剖
」
と
い
う
。）

の
写
真
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
死
体
の
解
剖
に
原
則
と
し
て
そ

の
遺
族
の
承
諾
が
必
要
と
さ
れ
る
（
死
体
解
剖
保
存
法
七
条
）
こ
と
や
、

司
法
解
剖
を
す
る
場
合
に
解
剖
す
べ
き
死
体
に
つ
い
て
直
系
の
親
族
等
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が
あ
る
と
き
は
こ
れ
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
刑
訴

法
二
二
五
条
一
項
、
一
六
八
条
一
項
、
刑
訴
規
則
一
三
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
規
則
一
〇
一
条
）
こ
と
な
ど
に
照
ら
し
て
も
、
Ⅹ
は
、
そ

の
父
で
あ
る
Ａ
の
死
体
が
礼
を
失
す
る
態
様
に
よ
る
な
ど
し
て
不
当
に

傷
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法
的
な
利
益
を
有
す
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
司
法
解
剖
に
つ
い
て
は
遺
族
の
承
諾
は
不
要
と
さ
れ
て
お
り

（
死
体
解
剖
保
存
法
七
条
三
号
、
二
条
一
項
四
号
）、
本
件
司
法
解
剖
も
、

Ａ
の
遺
族
の
承
諾
の
有
無
と
は
無
関
係
に
刑
訴
法
所
定
の
手
続
に
の
っ

と
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
る
Ａ
の
死
体
に
対

す
る
侵
襲
の
範
囲
や
態
様
に
よ
っ
て
は
、
Ⅹ
の
上
記
利
益
が
侵
害
さ
れ

得
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
上
記
写
真
は
、
本
件
司
法
解
剖
の
経

過
や
結
果
を
正
確
に
記
録
す
る
た
め
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
犯

罪
捜
査
の
た
め
の
資
料
に
な
る
と
と
も
に
、
本
件
司
法
解
剖
に
よ
る
Ａ

の
死
体
に
対
す
る
侵
襲
の
範
囲
や
態
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
れ
が
適
正
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
に
も
な
る
も
の
で
あ
る

と
解
さ
れ
、
本
件
司
法
解
剖
に
よ
る
Ⅹ
の
上
記
利
益
の
侵
害
の
有
無
等

に
係
る
法
律
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
面
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
準
文
書
は
、
Ｂ
と
Ｘ
と
の
間
に
お
い
て
、

法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

〔
評　

釈
〕

　

本
決
定
の
結
論
に
賛
成
す
る
。

一　

本
決
定
の
意
義

　

本
件
で
文
書
提
出
義
務
の
有
無
が
争
わ
れ
た
文
書
（
準
文
書（（
（

）
は
、

司
法
解
剖（（
（

に
基
づ
く
鑑
定
書
の
一
部
で
あ
る
解
剖
写
真
（
正
確
に
は

解
剖
写
真
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
媒
体
で
あ
る
が
、

以
下
、
端
的
に
「
解
剖
写
真
」
と
表
記
す
る
）
で
あ
り
、
刑
事
事
件

の
捜
査
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
決
定
は
、
上
記
準
文
書
に
つ
い
て
法
律
関
係
文
書
該
当
性
を

肯
定
し
た
初
め
て
の
最
高
裁
決
定
で
あ
る（（
（

。

　

本
決
定
は
、
要
旨
、
①
司
法
解
剖
の
結
果
等
が
記
載
さ
れ
た
鑑
定

書
等
の
文
書
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
の
「
刑
事
事
件
に
係
る

訴
訟
に
関
す
る
書
類
」（
以
下
「
刑
事
事
件
関
係
書
類
」
と
い
う
）

に
該
当
し
、
同
号
に
基
づ
く
提
出
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
が
、

右
文
書
が
三
号
後
段
の
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
不

開
示
の
判
断
に
つ
い
て
保
管
者
の
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・
濫
用
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
前

記
決
定
要
旨
の
前
段
部
分
）
と
し
た
上
で
、
②
民
訴
法
二
二
〇
条
三

号
後
段
の
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
同
規
定
の
文
言

や
沿
革
に
照
ら
し
、
当
該
文
書
の
記
載
内
容
や
そ
の
作
成
の
経
緯
・

目
的
等
を
斟
酌
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
遺
族
ら
は
司
法

解
剖
の
対
象
と
な
る
死
体
が
礼
を
失
す
る
態
様
に
よ
る
な
ど
し
て
不

当
に
傷
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法
的
な
利
益
を
有
し
て
お
り
、
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本
件
解
剖
写
真
に
は
上
記
利
益
の
侵
害
の
有
無
等
に
係
る
法
律
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
面
も
あ
る
（
前
記
決
定
要
旨
の
後
段
部
分
）
と
し

て
、
三
号
後
段
文
書
の
該
当
性
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
高
裁
は
こ
れ
ま
で
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
所
定
の
刑
事
事

件
関
係
書
類
で
あ
っ
て
も
、
同
条
三
号
後
段
の
法
律
関
係
文
書
に
該

当
し
て
文
書
提
出
義
務
を
負
う
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
た
が
、
そ
こ
で
最
高
裁
が
前
提
と
し
て
い
る
法
律
関
係
文
書
概
念

や
そ
の
該
当
性
判
断
基
準
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
（
二
参

照
）。
ま
た
、
司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
（
そ
の
控
え
等
を
含
む
）

の
文
書
提
出
義
務
に
つ
い
て
、
現
行
法
下
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、

民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
を
根
拠
と
し
て
、
す
な
わ
ち
当
該
文
書
が
同

号
ホ
に
定
め
る
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
理
由

と
し
て
提
出
を
命
ず
る
例
や
、
同
条
三
号
後
段
所
定
の
法
律
関
係
文

書
該
当
性
を
理
由
と
し
て
提
出
を
命
ず
る
例
が
散
見
さ
れ
る
一
方
、

文
書
提
出
義
務
を
否
定
す
る
裁
判
例
も
あ
り
、
判
断
が
分
か
れ
て
い

た
（
三
参
照
）。
本
決
定
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
司
法
解
剖
に

基
づ
く
鑑
定
書
等
を
対
象
と
す
る
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
に
つ
い

て
、
四
号
を
根
拠
と
す
る
申
立
て
を
明
示
的
に
排
除
し
た
上
で
、
三

号
後
段
の
法
律
関
係
文
書
の
該
当
性
判
断
に
つ
い
て
は
法
律
関
係
文

書
概
念
に
つ
い
て
の
比
較
的
緩
や
か
な
理
解
を
前
提
と
し
て
こ
れ
を

肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
法
律
関
係
文
書
該

当
性
判
断
に
関
す
る
最
上
級
審
と
し
て
の
統
一
的
見
解
を
示
す
も
の

と
し
て
重
要
な
先
例
的
意
義
を
有
す
る
。

　

以
下
、
本
評
釈
で
は
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
法
律
関
係
文
書
該

当
性
に
関
す
る
従
前
の
状
況
、
お
よ
び
司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書

等
の
提
出
義
務
に
関
す
る
従
前
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
決
定
の
採

用
し
た
判
断
準
則
と
そ
の
適
用
の
当
否
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　

刑
事
事
件
関
係
書
類
の
法
律
関
係
文
書
該
当
性

　

現
行
民
訴
法
上
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四

号
が
定
め
る
文
書
提
出
義
務
の
除
外
事
由
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

（
同
号
ホ
参
照
。
刑
事
事
件
関
係
書
類
を
含
む
、
同
号
ホ
所
定
の
文

書
を
「
刑
事
事
件
関
係
書
類
等
」
と
表
記
す
る（（
（

）。
刑
事
事
件
関
係

書
類
等
に
係
る
除
外
事
由
は
、
平
成
一
三
年
の
民
事
訴
訟
法
の
一
部

改
正（（
（

に
よ
り
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
立
法
趣
旨
は
、
大

要
、
㋐
刑
事
事
件
関
係
書
類
等
が
開
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
証

拠
の
隠
滅
や
犯
人
の
逃
走
が
図
ら
れ
る
な
ど
し
て
捜
査
や
公
判
に
不

当
な
影
響
を
生
じ
た
り
、
被
告
人
・
被
害
者
な
ど
関
係
人
の
名
誉
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
対
し
て
重
大
な
侵
害
が
及
ん
だ
り
す
る
な
ど
、

様
々
な
弊
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
㋑
刑
事
事
件
関
係
書

類
等
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
そ
の
他
の
法
律
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
文
書
の
性
質
に
応
じ
て
、
文
書
を
開
示
し
た
場
合
に
生
ず
る
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お
そ
れ
の
あ
る
弊
害
と
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
益
と
の

調
整
を
考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
開
示
の
要
件
・
方
法
等
に
つ
い
て
独

自
の
規
律
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
㋒
一
般
の
公
務
秘
密
文
書

（
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ロ
）
と
同
様
の
扱
い
に
よ
る
の
で
は
、
監

督
官
庁
が
捜
査
の
秘
密
等
と
の
関
係
か
ら
詳
細
な
事
情
を
述
べ
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
、
裁
判
所
が
当
該
文
書
を
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
よ

り
閲
読
す
る
だ
け
で
は
的
確
な
判
断
を
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
こ

と
、
等
に
鑑
み
、
そ
の
開
示
・
不
開
示
の
規
律
を
刑
事
手
続
ま
た
は

少
年
審
判
手
続
上
の
開
示
制
度
に
委
ね
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
上
記
の
規
律
も
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
刑
事
事
件
関

係
書
類
等
の
利
用
可
能
性
を
一
切
排
除
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
民
訴

法
二
二
〇
条
一
号
か
ら
三
号
に
定
め
る
文
書
提
出
義
務
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
等
も
文
書
提
出
命
令
の
対
象
と

な
る
と
説
明
さ
れ
て
お
り（（1
（

、
実
務
上
も
、
四
号
ホ
の
規
定
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
同
条
三
号
後
段
の
法
律
関
係
文
書
該

当
性
を
理
由
と
す
る
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
が
選
択
さ
れ
る
状
況

が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
る（（1
（

。
こ
う
し
た
中
、
最
決
平
成
一
六
・
五
・

二
五
民
集
五
八
巻
五
号
一
一
三
五
頁
（
以
下
「
平
成
一
六
年
決
定
」

と
い
う
）
は
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
が
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段

に
基
づ
く
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
肯
定
し
た
上
で
、
刑
訴
法
四
七
条
の
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類（（1
（

」

に
つ
い
て
は
、
開
示
の
判
断
が
文
書
の
保
管
者
の
合
理
的
な
裁
量
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
趣
旨
を
尊
重
し
て
当
該
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・

濫
用
の
有
無
の
み
が
裁
判
所
の
審
査
の
対
象
と
な
る
旨
を
明
ら
か
に

し
て
お
り（（1
（

、
同
決
定
以
降
、
右
の
判
断
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
最
高

裁
判
所
の
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る（（1
（

。

　

最
決
平
成
一
七
・
七
・
二
二
民
集
五
九
巻
六
号
一
八
三
七
頁
（
以

下
「
平
成
一
七
年
決
定
」
と
い
う
）
は
、
Ⅹ
ら
が
、
捜
索
差
押
え
の

違
法
を
主
張
し
て
、
Ｙ
（
東
京
都
）
を
相
手
取
っ
て
提
起
し
た
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
Ｙ
の
所
持
す
る
、
捜
索
差
押
許
可
状
お

よ
び
捜
索
差
押
令
状
請
求
書
等
の
提
出
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
同

決
定
は
、「
本
件
各
許
可
状
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｘ
ら
が
有
す
る

『
住
居
、
書
類
及
び
所
持
品
に
つ
い
て
、
侵
入
、
捜
索
及
び
押
収
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
権
利
』（
憲
法
三
五
条
一
項
）
を
制
約
し
て
、

Ｙ
所
属
の
警
察
官
に
Ｘ
ら
の
住
居
等
を
捜
索
し
、
そ
の
所
有
物
を
差

し
押
さ
え
る
権
限
を
付
与
し
、
Ｘ
ら
に
こ
れ
を
受
忍
さ
せ
る
と
い
う

Ｙ
と
Ｘ
ら
と
の
間
の
法
律
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
文
書
で
あ
り
、
ま
た
、

本
件
各
請
求
書
は
、
本
件
各
許
可
状
の
発
付
を
求
め
る
た
め
に
法
律

上
作
成
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
（
刑
訴
法
二
一

八
条
三
項
、
刑
訴
規
則
一
五
五
条
一
項
）
か
ら
、
い
ず
れ
も
法
律
関

係
文
書
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
上
記
い

ず
れ
の
文
書
に
つ
い
て
も
法
律
関
係
文
書
の
該
当
性
を
肯
定
し
た
。
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そ
の
上
で
、
本
件
各
許
可
状
に
つ
い
て
は
、
本
件
各
捜
索
差
押
え
の

執
行
に
あ
た
っ
て
Ｘ
ら
側
に
呈
示
さ
れ
て
お
り
、
本
件
各
許
可
状
が

開
示
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
今
後
の
捜
査
・
公
判
に
悪
影
響
が
生
ず

る
と
は
考
え
難
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
そ
の
提
出
を
拒
否
し
た
Ｙ

の
判
断
に
は
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・
濫
用
が
あ
っ
た
と
す
る
一
方
、

本
件
各
請
求
書
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
犯
行
態

様
等
捜
査
の
秘
密
に
関
わ
る
事
項
や
被
害
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

属
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
、
こ

れ
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
各
被
疑
事
件
（
捜
査
継
続

中
）
の
今
後
の
捜
査
お
よ
び
公
判
に
悪
影
響
が
生
じ
た
り
、
関
係
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り
す
る
具
体
的
な
お
そ
れ
が
い
ま

だ
存
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
本
件
各
請
求
書
の
提
出
を
拒
否
し

た
Ｙ
の
判
断
に
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・
濫
用
は
な
い
と
し
た
。

　

最
決
平
成
一
九
・
一
二
・
一
二
民
集
六
一
巻
九
号
三
四
〇
〇
頁

（
以
下
「
平
成
一
九
年
決
定
」
と
い
う
）
は
、
逮
捕
・
勾
留
を
受
け

た
Ｘ
が
、
勾
留
請
求
の
違
法
を
主
張
し
て
、
Ｙ
（
国
）
を
相
手
取
っ

て
提
起
し
た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
Ｙ
の
所
持
す
る
、
本

件
勾
留
状
お
よ
び
本
件
勾
留
請
求
に
係
る
勾
留
請
求
書
、
な
ら
び
に
、

被
害
者
Ａ
作
成
の
告
訴
状
お
よ
び
同
人
の
司
法
警
察
員
に
対
す
る
供

述
調
書
（
以
下
「
本
件
各
文
書
」
と
い
う
）
の
提
出
を
求
め
た
事
案

で
あ
る
。
同
決
定
は
、「
本
件
勾
留
状
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｘ
の
身

体
の
自
由
を
制
約
し
て
、
Ｘ
に
こ
れ
を
受
忍
さ
せ
る
と
い
う
Ｙ
と
Ｘ

と
の
間
の
法
律
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
文
書
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
勾

留
請
求
に
係
る
勾
留
請
求
書
は
、
本
件
勾
留
状
の
発
付
を
求
め
る
た

め
に
、
刑
訴
規
則
一
四
七
条
に
よ
り
、
作
成
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
文
書
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
Ｙ
と
Ｘ
と
の
間
の
法
律
関
係

文
書
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
…
…
。
そ
し
て
、
本
件

各
文
書
は
、
本
件
勾
留
請
求
に
当
た
っ
て
、
刑
訴
規
則
一
四
八
条
一

項
三
号
所
定
の
資
料
と
し
て
、
検
察
官
が
裁
判
官
に
提
供
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
本
件
各
文
書
も
ま
た
Ｙ
と
Ｘ
と
の
間
の
法
律
関
係
文

書
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
上
記
い
ず
れ

の
文
書
に
つ
い
て
も
法
律
関
係
文
書
該
当
性
を
認
め
た
。
そ
の
上
で
、

本
件
各
文
書
に
つ
い
て
は
、
Ａ
は
Ｘ
に
対
し
て
別
件
訴
訟
を
提
起
し

て
お
り
、
別
件
訴
訟
の
審
理
に
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
で
本
件
被
疑
事

件
に
関
連
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
明
ら
か
と
な
る
こ
と
を
容
認
し
て

い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
件
本
案
訴
訟
に
お
い
て

Ｙ
が
既
に
書
証
と
し
て
提
出
し
た
陳
述
書
の
内
容
が
Ａ
の
供
述
内
容

を
記
載
し
た
調
書
の
記
載
に
従
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

本
件
具
体
的
な
事
実
関
係
の
下
で
は
、
本
件
各
文
書
が
開
示
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
の
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
弊
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
た
、
本
件
被
疑
事
件
は
も
ち
ろ
ん
、
同
種
の
事
件
の
捜
査
や
公
判
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に
及
ぼ
す
不
当
な
影
響
等
の
弊
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
し
て
、
本
件
各
文
書
の
提
出
を
拒
否
し
た

Ｙ
の
判
断
に
は
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・
濫
用
が
あ
っ
た
と
結
論
づ

け
た（（1
（

。

　

上
記
平
成
一
七
年
決
定
お
よ
び
平
成
一
九
年
決
定
か
ら
は
、
対
象

文
書
が
挙
証
者
の
権
利
・
自
由
を
制
約
し
、
そ
の
制
約
を
受
忍
さ
せ

る
と
い
う
法
律
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
文
書
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
、

法
令
上
そ
の
作
成
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
か
否
か
、

と
い
う
観
点
が
対
象
文
書
の
法
律
関
係
文
書
該
当
性
を
左
右
す
る
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る（（1
（

。
も
っ
と
も
、
こ

れ
ら
の
最
高
裁
決
定
は
い
ず
れ
も
事
例
判
断
で
あ
っ
て
、
刑
事
事
件

関
係
書
類
の
法
律
関
係
文
書
該
当
性
に
つ
い
て
一
般
論
を
展
開
す
る

も
の
で
は
な
く
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
法
律
関
係
文
書
該
当
性
の

判
断
基
準
を
い
か
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
残
さ
れ
た
問
題

と
な
っ
て
い
た（（1
（

。

三　

司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
等
の
提
出
義
務

　

本
件
で
提
出
が
求
め
ら
れ
た
文
書
（
準
文
書
）
は
、
司
法
解
剖
に

基
づ
く
鑑
定
書
の
一
部
で
あ
る
解
剖
写
真
（
に
係
る
情
報
が
記
録
さ

れ
た
電
磁
的
記
録
媒
体
）
で
あ
り
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
死
者
の
死

因
が
争
わ
れ
る
事
案
に
お
い
て
重
要
な
証
拠
と
な
り
う
る
も
の
で
あ

る
。
民
事
訴
訟
に
お
い
て
、
司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
等
の
情
報

に
つ
い
て
開
示
を
求
め
る
場
合
に
は
、
大
別
し
て
、
捜
査
機
関
が
保

管
す
る
鑑
定
書
等
の
情
報
を
対
象
と
す
る
場
合
と
、
鑑
定
受
託
者
で

あ
る
医
師
等
が
保
管
す
る
鑑
定
書
の
控
え
等
を
対
象
と
す
る
場
合
と

が
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
許
可
抗
告
事
件
（
令
和
元
年
（許）
第
一
一
号
）

は
前
者
の
場
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
決
定
と
基
本
事
件
を
同

じ
く
す
る
も
う
一
つ
の
許
可
抗
告
事
件
（
令
和
元
年
（許）
第
一
二
号
。

以
下
「
第
一
二
号
事
件
」
と
い
う
）
は
後
者
の
場
合
に
関
す
る
も
の

で
あ
る（（1
（

。

　

裁
判
例
に
現
れ
た
事
例
の
多
く
は
後
者
の
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
鑑

定
受
託
者
が
保
管
す
る
鑑
定
書
の
控
え
等
を
対
象
と
す
る
ケ
ー
ス
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
、
要
旨
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
が

刑
事
事
件
関
係
書
類
を
文
書
提
出
義
務
の
除
外
文
書
と
す
る
趣
旨
が
、

こ
れ
ら
の
文
書
が
民
事
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
関
係
者
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
、
捜
査
や

刑
事
裁
判
が
不
当
な
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
を
生
じ
る
こ
と
を
回
避

す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
よ
う
な
お
そ
れ
を
生
じ
な

い
文
書
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
に
い
う
刑
事
事
件

関
係
書
類
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、
当
該
事
案
に
お
け
る
弊
害
の
有

無
や
程
度
を
個
別
的
に
検
討
し
た
上
で
、
い
ず
れ
も
結
論
に
お
い
て

文
書
提
出
義
務
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た（（1
（

。
こ
れ
に
対
し
、
最
高
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裁
は
、
上
記
第
一
二
号
事
件
に
お
い
て
、「
文
書
提
出
命
令
の
申
立

て
に
係
る
文
書
等
が
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
文
書
等
が
民
事
訴
訟
に
提
出
さ
れ
た

場
合
の
弊
害
の
有
無
や
程
度
を
個
別
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
く
、
被

告
事
件
若
し
く
は
被
疑
事
件
に
関
し
て
作
成
さ
れ
又
は
こ
れ
ら
の
事

件
に
お
い
て
押
収
さ
れ
て
い
る
文
書
等
で
あ
れ
ば
当
然
に
刑
事
事
件

関
係
書
類
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
の
判
断
を

示
し
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
よ
っ
て
は
四
号
ホ
の
例
外
を
認
め
う

る
と
す
る
解
釈
を
明
確
に
否
定
し
た
。
従
前
の
裁
判
例
の
傾
向
に
対

し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
遺
族
ら
が
提
起
し

た
医
療
訴
訟
に
お
い
て
司
法
解
剖
の
鑑
定
書
と
い
う
重
要
証
拠
が
提

出
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
実
体
的
真
実
の
発

見
が
実
現
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
積
極
的
な
評
価

も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が（（2
（

、
右
最
高
裁
決
定
に
よ
り
、
鑑
定

受
託
者
の
保
管
す
る
司
法
解
剖
の
鑑
定
書
の
控
え
・
写
し
に
つ
い
て

は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
一
号
な
い
し
三
号
に
該
当
す
る
限
り
で
文
書

提
出
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
解
釈
の
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。

　

一
方
、
捜
査
機
関
が
保
管
す
る
情
報
を
対
象
と
す
る
ケ
ー
ス
は
、

本
決
定
お
よ
び
本
件
原
決
定
以
前
で
は
、
文
書
提
出
義
務
を
否
定
し

た
札
幌
高
決
平
成
二
五
・
一
二
・
一
〇
（
判
例
集
未
登
載（（2
（

）
が
数
少

な
い
裁
判
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る（（2
（

。
上
記
高
裁
決
定
の
原
決

定
に
あ
た
る
札
幌
地
決
平
成
二
五
・
八
・
一
九
（
判
例
集
未
登
載（（2
（

）

は
、「
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段
所
定
の
法
律
関
係
文
書
に
い
う

『
法
律
関
係
』
に
は
、
主
要
事
実
に
係
る
法
律
関
係
に
限
ら
れ
ず
、

主
要
事
実
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
に
係
る
法
律
関
係
も
含
む
と
解

さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
文
書
①
［
司
法
解
剖
の
写
真
］
及
び
本
件
文

書
②
［
検
視
調
書
］
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
推
認
さ
れ
る
事
項
は
、

本
件
事
故
に
お
け
る
警
察
官
ら
の
制
圧
行
為
と
亡
Ａ
の
死
亡
結
果
と

の
因
果
関
係
の
存
否
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
基
本
事
件
に

お
け
る
Ｙ
に
対
す
る
請
求
原
因
に
係
る
重
要
な
間
接
事
実
で
あ
る
と

い
え
る
」
こ
と
、
ま
た
、「
Ｙ
［
北
海
道
］
と
相
手
方
［
北
海
道
警

察
本
部
長
］
は
組
織
的
に
一
体
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
等
を

理
由
に
、「
Ｘ
ら
［
亡
Ａ
の
遺
族
］
と
Ｙ
と
の
間
の
法
律
関
係
に
つ

い
て
作
成
さ
れ
た
本
件
各
文
書
は
、
Ｘ
ら
と
本
件
各
文
書
の
所
持
者

で
あ
る
相
手
方
と
の
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
書
面
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
上
で
、
前
記
平
成
一
六
年
決
定
の
判

断
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
本
件
具
体
的
な
事
実
関
係
の
下
で
本
件

各
文
書
の
提
出
を
拒
否
し
た
相
手
方
の
判
断
に
は
裁
量
権
の
範
囲
の

逸
脱
・
濫
用
が
あ
っ
た
と
判
断
し
、
結
論
に
お
い
て
本
件
各
文
書
の

提
出
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
抗
告
審
で
あ
る
札
幌
高
裁
は
、

「
本
件
各
文
書
は
、
本
件
事
故
に
お
け
る
警
察
官
ら
及
び
医
師
を
被
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疑
者
と
す
る
業
務
上
過
失
致
死
被
疑
事
件
の
書
類
で
あ
る
か
ら
、
刑

事
事
件
に
係
る
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
当
た
り
、
上
記
除
外
文
書
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
四
号
ホ
の
除
外
事
由
該
当
性
を
肯
定

す
る
と
と
も
に
、「
本
件
各
文
書
は
、
本
件
事
故
に
お
け
る
警
察
官

ら
及
び
医
師
を
被
疑
者
と
す
る
業
務
上
過
失
致
死
被
疑
事
件
の
書
類

で
あ
っ
て
、
Ｘ
ら
の
権
利
等
を
制
約
し
た
り
、
制
約
を
受
忍
さ
せ
た

り
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
抗
告
人
［
北
海

道
警
察
本
部
長
］
と
Ｘ
ら
と
の
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
作
成
さ
れ

た
文
書
で
あ
る
と
は
い
え
」
な
い
と
し
て
、
法
律
関
係
文
書
該
当
性

を
否
定
し
、
前
記
原
決
定
を
取
り
消
し
て
Ｘ
ら
の
申
立
て
を
却
下
し

た
。
本
件
事
案
は
、
そ
の
後
、
最
高
裁
の
実
質
的
な
判
断
を
得
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が（（2
（

、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
法
律
関
係
文
書
該
当

性
の
判
断
基
準
の
明
確
化
の
必
要
性
を
少
な
か
ら
ず
示
唆
す
る
事
例

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

四　

本
決
定
の
論
旨
と
そ
の
考
察

　

前
述
の
よ
う
に
（
一
参
照
）、
本
決
定
の
論
旨
は
、
①
司
法
解
剖

の
結
果
等
が
記
載
さ
れ
た
鑑
定
書
等
の
文
書
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条

四
号
ホ
の
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
該
当
し
、
同
号
に
基
づ
く
提
出
義

務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
が
、
右
文
書
が
三
号
後
段
の
法
律
関
係
文

書
に
該
当
す
る
場
合
に
は
平
成
一
六
年
決
定
の
判
断
枠
組
み
に
従
っ

て
そ
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
前
記
決
定
要
旨
の
前
段
部

分
）
と
し
た
上
で
、
②
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段
の
法
律
関
係
文

書
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
同
規
定
の
文
言
や
沿
革
に
照
ら
し
、
当

該
文
書
の
記
載
内
容
や
そ
の
作
成
の
経
緯
・
目
的
等
を
斟
酌
し
て
判

断
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
遺
族
ら
は
司
法
解
剖
の
対
象
と
な
る
死

体
が
礼
を
失
す
る
態
様
に
よ
る
な
ど
し
て
不
当
に
傷
付
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
法
的
な
利
益
を
有
し
て
お
り
、
本
件
解
剖
写
真
に
は

上
記
利
益
の
侵
害
の
有
無
等
に
係
る
法
律
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
面

も
あ
る
（
前
記
決
定
要
旨
の
後
段
部
分
）
と
し
て
、
三
号
後
段
文
書

の
該
当
性
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
決
定
の
上
記
論
旨

に
つ
い
て
、
前
段
部
分
と
後
段
部
分
と
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す

る
。

　

⑴　

司
法
解
剖
写
真
の
四
号
文
書
該
当
性

　

本
決
定
の
上
記
前
段
部
分
は
、
司
法
解
剖
の
結
果
等
が
記
載
さ
れ

た
鑑
定
書
等
の
文
書
が
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
該
当
す
る
こ
と
を
理

由
に
、
四
号
に
基
づ
く
提
出
義
務
を
一
般
的
に
否
定
す
る
と
と
も
に
、

三
号
後
段
文
書
に
該
当
す
る
範
囲
で
、
三
号
に
基
づ
く
提
出
義
務
を

肯
定
し
う
る
場
合
が
あ
る
旨
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
（
控
え
等
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
四

号
に
基
づ
く
提
出
義
務
を
肯
定
す
る
裁
判
例
も
散
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

本
決
定
は
同
日
に
下
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
第
三
小
法
廷
決
定
（
第
一
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二
号
事
件
）
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
一
般
的
に
否
定
し

た
。
最
高
裁
は
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
四
号
該
当
性
が
一
般
的
に

否
定
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、「
二
二
〇
条
四
号
ホ
は
、
刑
事
事
件
関

係
書
類
を
開
示
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
文
書
提
出
命
令
の
申
立

て
を
受
け
た
裁
判
所
が
そ
の
内
容
等
を
個
別
に
検
討
し
て
判
断
す
べ

き
も
の
と
せ
ず
、
こ
れ
を
刑
事
手
続
上
の
開
示
制
度
に
係
る
規
律
に

委
ね
る
趣
旨
で
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
を
同
号
に
よ
り
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
る
文
書
か
ら
一
律
に
除
外
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
」（
第

一
二
号
事
件
）
と
の
見
解
を
示
す
。

　

最
高
裁
の
上
記
見
解
は
、
基
本
的
に
は
四
号
ホ
の
立
法
趣
旨
に
即

し
た
も
の
と
言
え
る
が
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
四
号
文
書
該
当
性

を
一
律
に
除
外
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
な
い

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
四
号
ホ
の
立
法
趣
旨
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

刑
事
事
件
関
係
書
類
の
開
示
に
よ
る
弊
害
は
、
刑
事
事
件
関
係
書
類

の
多
く
に
つ
い
て
妥
当
す
る
と
し
て
も
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
刑
事
事

件
関
係
書
類
に
つ
い
て
妥
当
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
対
象
と
な

る
文
書
の
種
類
や
開
示
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
よ
っ
て
は
、
捜
査
や

公
判
へ
の
現
実
的
な
支
障
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
く
、
ま
た
、
関
係

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
侵
害
を
懸
念
す
る
必
要
が
な
い
文
書
で

あ
っ
て
、
一
般
の
公
務
秘
密
文
書
と
同
様
に
、
監
督
官
庁
へ
の
意
見

聴
取
手
続
を
経
て
裁
判
所
が
文
書
提
出
義
務
の
有
無
に
つ
き
判
断
す

る
こ
と
に
格
別
の
支
障
が
な
い（（2
（

も
の
も
あ
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
、

そ
の
よ
う
な
文
書
に
つ
い
て
ま
で
、
四
号
ホ
の
該
当
性
を
当
然
に
肯

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
や
や
硬
直
的
に
過
ぎ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る（（2
（

。

　

こ
の
点
、
た
し
か
に
、
二
二
〇
条
四
号
ホ
に
該
当
す
る
文
書
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
三
号
後
段
に
も
該
当
す
る
場
合
で
、
提
出
の
拒

否
に
つ
き
保
管
者
の
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・
濫
用
が
認
め
ら
れ
る

場
合
に
裁
判
所
が
文
書
の
提
出
を
命
じ
う
る
と
す
る
判
例
の
判
断
枠

組
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
開
示
に
よ
る
弊
害
等

の
有
無
は
上
記
判
断
枠
組
み
を
通
じ
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
、
そ
れ
で
足
り
る
と
の
見
方
も
あ
り
え
よ
う
。
本
決
定
も
そ
の
よ

う
な
見
解
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三

号
後
段
を
経
由
さ
せ
る
判
断
枠
組
み
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
対
象

文
書
が
三
号
後
段
に
該
当
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
か
ら
、

挙
証
者
と
文
書
の
所
持
者
と
の
間
に
何
ら
か
の
法
律
関
係
の
存
在
を

観
念
す
る
こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
有
効
に
機
能
し
え
な

い
。
次
に
見
る
よ
う
に
、
法
律
関
係
文
書
概
念
を
字
義
よ
り
も
拡
張

的
に
解
す
る
余
地
は
あ
る
と
し
て
も
無
限
定
で
は
あ
り
え
ず
、
一
定

の
限
界
は
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る（（2
（

。
民
事
訴
訟
の
事
案
解
明
に

と
っ
て
重
要
な
文
書
証
拠
が
、
四
号
文
書
か
ら
一
律
に
除
外
さ
れ
、

三
号
後
段
の
判
断
枠
組
み
に
も
載
ら
な
い
結
果
を
生
じ
る
こ
と
は
避
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け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
三
号
後
段

に
融
通
無
碍
の
働
き
を
期
待
す
る
こ
と
に
は
解
釈
論
と
し
て
疑
問
が

残
る
。

　

⑵　

司
法
解
剖
写
真
の
三
号
後
段
文
書
該
当
性

　

本
決
定
の
上
記
後
段
部
分
は
、
三
号
後
段
文
書
の
該
当
性
に
つ
い

て
の
一
般
的
な
解
釈
指
針
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
本
件
解
剖
写
真

に
つ
い
て
の
三
号
後
段
文
書
該
当
性
を
具
体
的
に
検
討
し
、
結
論
に

お
い
て
こ
れ
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
決
定
が
一
般
論
と
し
て
「
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段
の
文
言

及
び
沿
革
に
照
ら
し
、
当
該
文
書
の
記
載
内
容
や
そ
の
作
成
の
経
緯

及
び
目
的
等
を
斟
酌
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
点
は
、

こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
刑
事
事
件
関
係
書
類
の

法
律
関
係
文
書
該
当
性
判
断
基
準
の
一
端
を
最
高
裁
が
明
ら
か
に
し

た
も
の
と
言
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
に
は
、

前
記
平
成
一
七
年
決
定
や
平
成
一
九
年
決
定
等
を
背
景
と
し
て
、
刑

事
事
件
関
係
文
書
が
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、

捜
査
機
関
が
被
疑
者
の
権
利
・
自
由
を
制
約
し
、
そ
の
よ
う
な
制
約

を
受
忍
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
の
法
律
関
係
（
公
法
上
の
法
律
関

係
）
を
必
要
と
す
る
旨
の
理
解
も
見
ら
れ
た
が（（2
（

、
右
の
理
解
で
は
、

被
疑
者
を
原
告
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
等
に
お
い
て
は
対
象
文

書
の
法
律
関
係
文
書
該
当
性
を
説
明
し
う
る
と
し
て
も
、
本
件
の
よ

う
に
被
害
者
や
そ
の
遺
族
が
原
告
と
な
る
医
療
過
誤
訴
訟
等
に
お
い

て
は
前
記
の
意
味
で
の
法
律
関
係
を
観
念
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

た
め
に
法
律
関
係
文
書
該
当
性
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
不
均
衡
を
生

じ
う
る
。
前
記
平
成
一
七
年
決
定
や
平
成
一
九
年
決
定
が
前
提
と
し

て
い
る
右
の
よ
う
な
法
律
関
係
は
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
法
律
関

係
文
書
該
当
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
十
分
条
件
で
は
あ
っ
て
も
必

要
条
件
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
上
記
一
般
論
を
説
く
本
決

定
も
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
固
有
の
法
律
関
係
文
書
概
念
を
措
定

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
る
。

　

本
決
定
に
い
う
「
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段
の
文
言
及
び
沿
革

に
照
ら
し
、
当
該
文
書
の
記
載
内
容
や
そ
の
作
成
の
経
緯
及
び
目
的

等
を
斟
酌
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
解
釈
指
針
は
、
法
律
関

係
文
書
該
当
性
の
具
体
的
な
判
断
基
準
と
し
て
は
曖
昧
さ
が
残
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
続
く
具
体
的
な
検
討
部
分
に
お
い
て
、
司
法
解

剖
の
対
象
と
な
る
死
体
が
不
当
に
傷
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

の
法
的
な
利
益
を
遺
族
ら
が
有
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
解
剖
写

真
が
上
記
利
益
の
侵
害
の
有
無
等
に
係
る
法
律
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
面
を
も
有
す
る
と
し
て
法
律
関
係
文
書
性
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
は
、
三
号
後
段
に
い
う
法
律
関
係
文
書
は
、
㋐
挙
証
者
と
所
持

者
と
の
間
の
法
律
関
係
自
体
（
契
約
関
係
に
限
ら
な
い（（2
（

）
を
記
載
し

た
文
書
だ
け
で
な
く
、
そ
の
法
律
関
係
に
関
連
の
あ
る
事
項
を
記
載
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し
た
文
書
で
も
よ
い
が
、
後
者
に
関
し
て
は
、
㋑
単
に
法
律
関
係
に

関
連
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
挙
証

者
と
所
持
者
と
の
法
律
関
係
そ
れ
自
体
あ
る
い
は
そ
の
法
律
関
係
の

基
礎
と
な
り
ま
た
は
裏
付
け
と
な
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
の

下
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
、
旧

法
・
現
行
法
を
通
じ
た
通
説
的
な
理
解（（3
（

が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
も

の
と
推
認
さ
れ
る（（3
（

。
右
の
通
説
的
な
見
解
が
、
法
律
関
係
文
書
の
該

当
性
判
断
に
あ
た
っ
て
、
法
律
関
係
に
関
連
の
あ
る
事
項
の
記
載
と

い
う
「
文
書
の
記
載
内
容
」
に
加
え
て
、
法
律
関
係
の
基
礎
な
い
し

裏
付
け
の
明
確
化
と
い
う
「
文
書
の
作
成
目
的
」
を
も
考
慮
す
る
の

は
、
三
号
後
段
に
い
う
「
法
律
関
係
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
と
き
」

（
旧
法
で
は
「
法
律
関
係
ニ
付
作
成
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
」）
と
の
文
言

が
、
特
定
の
法
律
関
係
「
の
た
め
に
」
作
成
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ

る
こ
と（（3
（

、
ま
た
、
三
号
の
提
出
義
務
は
、
立
法
沿
革
上
、
い
わ
ゆ
る

「
共
通
文
書（（3
（

」
の
提
出
義
務
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
号
に
定

め
る
利
益
文
書
概
念
や
法
律
関
係
文
書
概
念
も
そ
の
枠
を
超
え
る
も

の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
こ
と（（3
（

な
ど
に
基
づ
く
。
上
記
の
理
解
に
対

し
て
は
、
三
号
前
段
と
三
号
後
段
の
規
定
ぶ
り
の
違
い
か
ら
、
三
号

後
段
の
法
律
関
係
文
書
に
つ
い
て
作
成
者
の
主
観
的
目
的
を
読
み
込

む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
旨
の
指
摘
も
見
ら
れ
る（（3
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

法
律
関
係
文
書
の
範
囲
を
「
法
律
関
係
自
体
を
記
載
し
た
文
書
」
を

超
え
て
拡
張
的
に
解
す
る
場
合
に
は
、
法
律
関
係
文
書
の
範
囲
が
無

制
約
に
広
が
る
こ
と
へ
の
歯
止
め
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
法

律
関
係
に
関
連
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
文
書
で
あ
っ
て
も
、
専
ら

自
己
の
使
用
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
内
部
文
書
に
つ
い

て
ま
で
提
出
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
こ
と
等
に
鑑

み
れ
ば
、
法
律
関
係
文
書
の
該
当
性
判
断
基
準
と
し
て
共
同
の
利

益
・
目
的
・
利
用
等
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
を
要

求
す
る
こ
と
に
は
相
応
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
理
解
を
も
と
に
本
件
文
書
の
法
律
関
係
文
書
の
該
当
性
を

検
討
す
る
に
、
第
一
に
、
本
件
文
書
は
そ
の
記
載
内
容
か
ら
、
挙
証

者
と
文
書
の
所
持
者
と
の
間
の
法
律
関
係
に
関
連
す
る
事
項
を
記
載

し
た
文
書
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
文
書
は
捜
査
機
関

か
ら
の
嘱
託
を
受
け
て
さ
れ
た
司
法
解
剖
の
写
真
を
内
容
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
は
遺
族
と
捜
査
機
関
と
の
間
に

両
者
間
の
合
意
を
基
礎
と
し
た
何
ら
か
の
契
約
上
の
法
律
関
係（（3
（

を
観

念
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
遺
族
は
故
人
の
遺
体
が
不
当

に
傷
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法
的
な
利
益
を
有
し（（3
（

、
そ
の
侵

害
は
損
害
賠
償
請
求
権
の
発
生
を
基
礎
づ
け
る
と
解
さ
れ
る（（3
（

こ
と
か

ら
す
る
と
、
遺
族
と
捜
査
機
関
と
の
間
に
は
、
右
の
法
益
侵
害
に
係

る
不
法
行
為
法
上
の
法
律
関
係（（3
（

を
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
件
解

剖
写
真
は
そ
の
よ
う
な
法
律
関
係
の
一
部
（
法
益
侵
害
の
有
無
・
程
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度
）
を
記
載
し
た
文
書
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（（4
（

。
第
二

に
、
本
件
文
書
の
作
成
目
的
に
関
し
て
は
、
司
法
解
剖
は
死
因
等
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
捜
査
の
資
料
と
す
る
こ
と
を
主
た

る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
司
法
解
剖
の
写
真
も
ま
た
そ
の
よ

う
な
目
的
で
撮
影
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
本

決
定
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
後
日
、
遺
族
ら
と
の
間
で
前
記
の
法
的

利
益
の
侵
害
の
有
無
が
争
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
司
法
解
剖
が
適

正
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
司
法
解
剖
に
お
い
て
解
剖
写
真
を
撮
影
・
保
存
す
る
附

随
的
な
目
的
と
し
て
、
遺
族
ら
と
の
間
に
生
じ
う
る
紛
争
の
予
防
な

い
し
紛
争
の
解
明
と
い
う
目
的
を
措
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

五　

残
さ
れ
た
問
題

　

本
決
定
お
よ
び
本
決
定
と
同
日
に
下
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
第
三
小

法
廷
決
定
（
第
一
二
号
事
件
）
に
よ
り
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
は
四

号
文
書
か
ら
無
条
件
に
除
外
さ
れ
、
三
号
後
段
文
書
等
の
該
当
性
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
平
成
一
六
年
決
定
が
採
用
す
る
判
断
枠
組
み

の
下
で
文
書
提
出
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
最
高
裁

の
立
場
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

　

本
決
定
に
お
い
て
は
、
結
論
に
お
い
て
対
象
文
書
の
法
律
関
係
文

書
該
当
性
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の

四
号
文
書
該
当
性
を
一
律
に
排
除
す
る
こ
と
の
問
題
は
や
や
見
え
に

く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
件
文
書
と
は
異
な
り
、
刑
事
事
件

関
係
書
類
に
含
ま
れ
る
文
書
で
あ
っ
て
、
一
号
な
い
し
三
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
文
書
が
対
象
と
な
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
判

例
法
理
の
限
界
が
顕
在
化
す
る
。
上
記
第
一
二
号
事
件
の
最
高
裁
決

定
に
お
い
て
宇
賀
克
也
裁
判
官
が
補
足
意
見
と
し
て
指
摘
す
る
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
「
本
案
訴
訟
に
お
い
て
重
要

な
証
拠
と
な
り
得
る
文
書
が
、
形
式
的
に
同
条
四
号
ホ
に
掲
げ
る
文

書
に
該
当
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
文
書
提
出
命
令
の
対
象
外
と
さ

れ
る
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
」
こ
と
と
な
る
。
右
の
結
果
を
避
け
る

と
す
れ
ば
、
形
式
的
に
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
含
ま
れ
る
場
合
で
も

例
外
的
に
四
号
ホ
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
る
場
合
を
解
釈
に
よ
っ
て

認
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
四
号
ホ
の
解
釈
に
よ

る
修
正
の
余
地
は
上
記
両
決
定
に
よ
っ
て
明
確
に
否
定
さ
れ
た
。
四

号
ホ
が
刑
事
事
件
関
係
書
類
を
一
律
に
除
外
文
書
と
す
る
こ
と
へ
の

懸
念
は
立
法
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
同
規
定
の
見
直
し
に
向
け

た
改
正
提
言
も
実
務
と
学
界
の
双
方
か
ら
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が（（4
（

、
上
記
両
決
定
に
よ
り
、
四
号
ホ
の
立
法
論
と
し

て
の
再
検
討
の
必
要
は
以
前
に
も
増
し
て
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う（（4
（

。
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（
1
）　

本
件
基
本
事
件
に
お
い
て
は
、
亡
Ａ
の
司
法
解
剖
に
関
す
る
資

料
・
記
録
の
全
部
、
お
よ
び
、
亡
Ａ
の
転
倒
事
故
の
再
現
に
関
す

る
記
録
一
式
等
に
つ
い
て
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い

る
が
、
原
決
定
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
記
録
等
は
公
訴
時

効
の
完
成
後
に
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
の
は
解
剖
写
真
と

再
現
写
真
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
上
記
申
立
て
の
う
ち

の
再
現
写
真
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
原
決
定
は
、
民
訴
法
二
二

〇
条
四
号
ホ
所
定
の
「
刑
事
事
件
に
係
る
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」

に
該
当
す
る
と
し
て
申
立
て
を
却
下
し
て
い
る
（
当
該
部
分
は
本

件
許
可
抗
告
審
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
）。

（
2
）　

札
幌
高
決
平
成
三
一
・
三
・
二
九
（LEX
/D
B

文
献
番
号

25565719

）。

（
3
）　

な
お
、
本
件
基
本
事
件
の
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
Ｂ
に
対
す
る

文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
と
併
せ
て
、
Ａ
の
死
体
に
つ
い
て
司
法

警
察
職
員
か
ら
鑑
定
の
嘱
託
を
受
け
た
医
師
の
所
属
す
る
Ｃ
（
国

立
大
学
法
人
北
海
道
大
学
）
に
対
し
て
、
鑑
定
書
等
お
よ
び
上
記

解
剖
に
関
し
て
上
記
医
師
が
受
領
し
た
鑑
定
嘱
託
書
そ
の
他
外
部

の
関
係
先
か
ら
受
領
し
た
資
料
並
び
に
こ
れ
ら
の
写
し
（
電
磁
的

記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
る
形
式
で
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
）

で
あ
っ
て
Ｃ
が
所
持
す
る
も
の
（
以
下
「
本
件
文
書
等
」
と
い
う
）

に
つ
い
て
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
。
本
件
文
書

等
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
が
文
書
提
出
義
務
の

除
外
事
由
と
し
て
定
め
る
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
該
当
性
が
争

点
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、
原
裁
判
所
は
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
該
当

性
を
否
定
し
て
、
Ｃ
に
対
し
て
本
件
文
書
等
の
提
出
を
命
じ
た

（
札
幌
高
決
平
成
三
一
・
三
・
二
九
判
例
集
未
登
載
［LEX

/D
B

文

献
番
号25566404

］）。
右
の
文
書
提
出
命
令
に
対
し
て
は
、
Ｃ
が

抗
告
許
可
の
申
立
て
を
し
て
許
可
さ
れ
た
の
ち
、
最
高
裁
は
、
本

決
定
と
同
日
の
決
定
（
最
高
裁
令
和
元
年
（許）
第
一
二
号
同
二
年
三

月
二
四
日
第
三
小
法
廷
決
定
・
裁
時
一
七
四
五
号
八
頁
）
に
お
い

て
、
本
件
文
書
等
は
い
ず
れ
も
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
該
当
す
る

と
判
示
し
て
、
原
決
定
を
破
棄
し
、
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

（
4
）　

準
文
書
（
図
面
、
写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
そ
の

他
の
情
報
を
表
す
た
め
に
作
成
さ
れ
た
物
件
で
文
書
で
な
い
も
の
）

は
、
民
訴
法
二
三
一
条
に
よ
り
書
証
の
規
定
が
準
用
さ
れ
、
文
書

提
出
命
令
の
対
象
と
な
る
。
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
の
磁
気
記
憶
媒
体

は
、
民
訴
法
二
三
一
条
に
お
い
て
準
文
書
と
し
て
例
示
さ
れ
て
は

い
な
い
が
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
、
法

廷
に
お
い
て
可
読
化
可
能
な
媒
体
に
つ
い
て
は
、
準
文
書
と
し
て

文
書
提
出
義
務
の
対
象
と
な
る
と
解
さ
れ
る
。
秋
山
幹
男
ほ
か

『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅳ
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
〇

年
）
五
三
六
頁
参
照
。

（
5
）　

司
法
解
剖
と
は
、
犯
罪
死
体
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
死
体
に
つ
き
、

刑
事
訴
訟
法
の
規
定
（
刑
訴
法
一
二
九
条
、
一
六
八
条
一
項
、
二

二
五
条
一
項
参
照
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
解
剖
を
い
う
（
死
体
解

剖
保
存
法
二
条
四
号
参
照
）。
な
お
、
現
行
の
解
剖
制
度
は
、
大
別



判 例 研 究

161

し
て
、
司
法
解
剖
、
行
政
解
剖
、
病
理
解
剖
等
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
各
制
度
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
吉
田
謙
一
『
事
例
に

学
ぶ
法
医
学
・
医
事
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
〇
年
）

九
頁
以
下
参
照
。

（
6
）　

本
決
定
の
解
説
等
に
、
浅
井
弘
章
「
判
批
」
銀
法
八
五
六
号

（
二
〇
二
〇
年
）
六
九
頁
、
越
山
和
広
「
判
批
」
法
教
四
七
八
号

（
二
〇
二
〇
年
）
一
三
九
頁
、
辻
村
祐
一
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説

W
atch

（
文
献
番
号z18817009-00-061161924

）（
二
〇
二
〇
年
）、

酒
井
博
行
「
判
批
」
判
例
秘
書
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
文
献
番
号

H
J100089

）（
二
〇
二
〇
年
）、
加
藤
新
太
郎
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一

一
八
三
号
（
二
〇
二
〇
年
）
六
二
頁
、
濵
田
陽
子
「
判
批
」
法
セ

七
九
四
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
二
四
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）　

民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
は
除
外
事
由
と
し
て
、「
刑
事
事
件

に
係
る
訴
訟
に
関
す
る
書
類
若
し
く
は
少
年
の
保
護
事
件
の
記
録

又
は
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
い
て
押
収
さ
れ
て
い
る
文
書
」
を
定
め

る
。
右
の
う
ち
、
刑
事
事
件
に
係
る
訴
訟
に
関
す
る
書
類
（
刑
事

事
件
関
係
書
類
）
と
は
、「
被
疑
事
件
又
は
被
告
事
件
に
関
し
て
作

成
さ
れ
た
書
類
を
い
い
、
起
訴
状
等
の
意
思
表
示
的
書
類
、
公
判

調
書
等
の
報
告
的
書
類
は
も
と
よ
り
、
弁
護
人
選
任
届
等
の
手
続

関
係
書
類
や
供
述
調
書
等
の
証
拠
書
類
が
含
ま
れ
、
ま
た
、
裁
判

所
や
捜
査
機
関
が
保
有
し
て
い
る
書
類
に
限
ら
れ
ず
、
弁
護
人
や

私
人
が
保
管
し
て
い
る
書
類
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
説
明

さ
れ
る
。
深
山
卓
也
ほ
か
「
民
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
概
要
（
下
）」
ジ
ュ
リ
一
二
一
〇
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
七
四

頁
参
照
。

（
8
）　

民
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
三
年
法
律
第

九
六
号
）。

（
9
）　

深
山
ほ
か
・
前
掲
注（
7
）一
七
四
頁
参
照
。
ま
た
、
秋
山
ほ

か
・
前
掲
注（
4
）四
二
〇
頁
、
高
田
裕
成
ほ
か
編
『
注
釈
民
事
訴

訟
法
⑷
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
七
年
）
五
四
五
頁
［
三
木
浩
一
］
も

参
照
。

（
10
）　

深
山
ほ
か
・
前
掲
注（
7
）一
七
五
頁
、
一
八
一
頁
（
注
二
二
）

参
照
。

（
11
）　

高
田
ほ
か
編
・
前
掲
注（
9
）五
四
六
頁
［
三
木
］
参
照
。

（
12
）　

刑
訴
法
四
七
条
所
定
の
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」
と
は
、
被
疑

事
件
ま
た
は
被
告
事
件
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
書
類
を
い
い
、
裁

判
所
・
裁
判
官
の
保
管
し
て
い
る
書
類
に
限
ら
ず
、
検
察
官
や
司

法
警
察
職
員
、
弁
護
人
そ
の
他
の
第
三
者
の
保
管
し
て
い
る
も
の

も
含
む
と
さ
れ
る
（
松
本
時
夫
ほ
か
編
『
条
解
刑
事
訴
訟
法
〔
第

四
版
〕』（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
五
頁
、
河
上
和
雄
ほ
か

編
『
注
釈
刑
事
訴
訟
法
〔
第
三
版
〕
⑴
』（
立
花
書
房
・
二
〇
一
一

年
）
五
五
四
頁
［
香
城
敏
麿
＝
井
上
弘
通
］
な
ど
）。
こ
の
こ
と
か

ら
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
の
う
ち
の
「
刑
事
事
件
に
係
る
訴

訟
に
関
す
る
書
類
」
と
刑
訴
法
四
七
条
の
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
」

は
基
本
的
に
は
同
義
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
大
渕
・
後
掲
注（
14
）

四
五
頁
も
参
照
。
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（
13
）　

同
決
定
は
、「
当
該
文
書
が
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
場
合

で
あ
っ
て
、
そ
の
保
管
者
が
提
出
を
拒
否
し
た
こ
と
が
、
民
事
訴

訟
に
お
け
る
当
該
文
書
を
取
り
調
べ
る
必
要
性
の
有
無
、
程
度
、

当
該
文
書
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
上
記
の
弊
害
発
生
の
お
そ

れ
の
有
無
等
の
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
、
そ
の
裁
量
権
の
範
囲
を

逸
脱
し
、
又
は
濫
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

裁
判
所
は
、
当
該
文
書
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
す
る
。
な
お
、
当
該
事
件
で

対
象
と
な
っ
た
文
書
は
、
共
犯
者
と
さ
れ
た
者
の
供
述
調
書
で
公

判
に
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
決
定
は
上

記
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
・
濫
用
は
な
い
と
の
理
由
で
文
書
提
出

命
令
の
申
立
て
を
退
け
て
お
り
、
当
該
文
書
の
法
律
関
係
文
書
該

当
性
に
つ
い
て
の
判
断
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
14
）　

現
行
法
下
に
お
け
る
刑
事
事
件
関
係
書
類
の
文
書
提
出
義
務
に

つ
い
て
の
判
例
・
学
説
の
状
況
と
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
山
本

和
彦
ほ
か
編
『
文
書
提
出
命
令
の
理
論
と
実
務
〔
第
二
版
〕』（
民

事
法
研
究
会
・
二
〇
一
六
年
）
三
六
頁
以
下
［
山
本
和
彦
］、
三
三

四
頁
以
下
［
大
須
賀
滋
］、
大
渕
真
喜
子
「『
刑
事
事
件
に
係
る
訴

訟
に
関
す
る
書
類
』
の
文
書
提
出
義
務
」
筑
波
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
二
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
九
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
15
）　

こ
の
ほ
か
、
平
成
一
六
年
決
定
の
判
断
枠
組
み
が
、
民
訴
法
二

二
〇
条
一
号
に
基
づ
く
文
書
提
出
命
令
の
判
断
に
お
い
て
も
同
様

に
妥
当
す
る
旨
を
判
示
し
た
最
高
裁
判
例
と
し
て
、
最
決
平
成
三

一
・
一
・
二
二
民
集
七
三
巻
一
号
三
九
頁
が
あ
る
。

（
16
）　

例
え
ば
、
兼
子
一
ほ
か
『
条
解
民
事
訴
訟
法
〔
第
二
版
〕』（
弘

文
堂
・
二
〇
一
一
年
）
一
一
九
五
頁
［
加
藤
新
太
郎
］
は
、
平
成

一
七
年
決
定
と
平
成
一
九
年
決
定
の
両
決
定
に
つ
い
て
、「
個
別
的

に
検
討
し
、
国
（
文
書
所
持
者
）
と
申
立
人
と
の
間
に
法
律
関
係

を
発
生
さ
せ
る
文
書
に
つ
い
て
、
法
律
上
作
成
・
提
出
を
要
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
に
よ
り
判
定
し
て
い
る
」
と

分
析
す
る
。
山
本
ほ
か
編
・
前
掲
注（
14
）四
〇
頁
［
山
本
］
も
参

照
。

（
17
）　

平
成
一
六
年
決
定
の
調
査
官
解
説
で
あ
る
、
加
藤
正
男
「
判

解
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
一
六
年
度
（
上
）』
三

五
二
頁
は
、「
刑
事
関
係
書
類
と
い
っ
て
も
種
々
多
様
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
が
法
律
関
係
文
書
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
文
書
提
出
命

令
申
立
人
と
所
持
者
と
の
関
係
、
当
該
書
類
の
作
成
目
的
、
作
成

時
期
、
内
容
等
を
勘
案
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
」
と
述
べ
、「
こ
の
点
は
、
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
」

と
す
る
。

（
18
）　

山
本
ほ
か
編
・
前
掲
注（
14
）四
〇
七
頁
［
村
田
渉
］
に
よ
れ
ば
、

司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
に
つ
い
て
は
、
遺
族
が
捜
査
機
関
の

所
持
す
る
鑑
定
書
の
開
示
・
提
出
を
求
め
て
も
、
被
疑
者
の
起
訴
・

不
起
訴
が
未
定
で
あ
る
段
階
で
は
こ
れ
に
応
じ
な
い
こ
と
が
少
な

く
な
く
、
鑑
定
受
託
者
の
所
持
し
て
い
る
鑑
定
書
の
控
え
文
書
に

つ
い
て
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
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な
お
、
本
評
釈
事
案
は
、
既
に
公
訴
時
効
が
完
成
し
て
い
る
と
い

う
状
況
に
お
い
て
、
捜
査
機
関
と
鑑
定
受
託
者
の
双
方
に
対
し
て
、

司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
な
い
し
そ
の
写
し
等
に
つ
い
て
文
書

提
出
命
令
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

（
19
）　

東
京
地
決
平
成
一
七
・
六
・
一
四
判
時
一
九
〇
四
号
一
一
九
頁
、

東
京
地
決
平
成
二
二
・
五
・
一
三
判
タ
一
三
五
八
号
二
四
一
頁
、

東
京
地
決
平
成
二
三
・
一
〇
・
一
七
判
タ
一
三
六
六
号
二
四
三
頁
。

第
一
二
号
事
件
の
原
決
定
（
札
幌
高
決
平
成
三
一
・
三
・
二
九
判

例
集
未
登
載
［LEX

/D
B

文
献
番
号25566404

］）
も
ま
た
、
こ

れ
ら
の
裁
判
例
と
同
様
の
理
解
に
拠
っ
て
い
る
。

（
20
）　

山
本
ほ
か
編
・
前
掲
注（
14
）四
〇
八
頁
［
村
田
］
参
照
。

（
21
）　W

estlaw
 Japan

（
文
献
番
号2013W

LJPCA
12106002

）

参
照
。
当
該
裁
判
例
は
、
本
評
釈
事
案
の
原
決
定
に
添
付
さ
れ
て

い
る
被
審
尋
人
意
見
書
に
お
い
て
、
司
法
解
剖
の
写
真
等
に
つ
き
、

四
号
ホ
の
該
当
性
を
肯
定
す
る
と
と
も
に
、
一
号
お
よ
び
三
号
の

該
当
性
を
否
定
し
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
裁
判
例
で
あ
る
。

上
記
意
見
書
に
お
い
て
は
、
他
に
、
札
幌
高
決
平
成
二
二
・
一
二
・

三
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
決
定
に
つ
い
て
は
決
定
文
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
22
）　

事
案
は
、
亡
Ａ
の
相
続
人
で
あ
る
Ｘ
ら
が
、
亡
Ａ
に
対
す
る
警

察
官
の
制
圧
行
為
の
違
法
等
を
主
張
し
て
、
Ｙ
（
北
海
道
）
ら
を

相
手
取
っ
て
提
起
し
た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
捜
査
機

関
の
保
管
す
る
司
法
解
剖
の
写
真
、
検
視
調
書
等
の
提
出
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。

（
23
）　W
estlaw

 Japan

（
文
献
番
号2013W

LJPCA
08196001

）

参
照
。

（
24
）　

本
件
抗
告
審
の
決
定
に
対
し
て
は
、
Ｘ
ら
か
ら
抗
告
許
可
の
申

立
て
が
さ
れ
た
が
、
不
許
可
の
決
定
が
さ
れ
て
い
る
。
札
幌
高
決

平
成
二
六
・
一
・
一
七
（
判
例
集
未
登
載
）［W

estlaw
 Japan

（
文
献
番
号2014W

LJPCA
01176002

）］
参
照
。

（
25
）　

司
法
解
剖
に
基
づ
く
鑑
定
書
の
控
え
等
に
つ
い
て
、
四
号
ホ
の

該
当
性
を
否
定
し
て
提
出
を
命
じ
た
一
連
の
裁
判
例
（
前
掲
注

（
19
）参
照
）
は
、
形
式
的
に
は
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
っ
て
も
、
開
示
に
よ
る
弊
害
の
有
無
を
裁
判
所
が
判
断

す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
例
証
で
あ
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
26
）　

加
藤
・
前
掲
注（
6
）六
五
頁
も
、「
本
件
は
、『
既
に
公
訴
時
効

が
完
成
し
て
捜
査
記
録
も
廃
棄
さ
れ
て
い
る
た
め
捜
査
や
公
判
へ

の
現
実
的
な
支
障
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
く
、
被
害
者
の
遺
族
か

ら
の
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
で
あ
っ
て
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
等
の
侵
害
を
懸
念
す
る
必
要
も
ほ
と
ん
ど
な
い
』
の
で
あ
る

か
ら
、
実
質
的
観
点
か
ら
は
、
形
式
的
に
義
務
の
除
外
事
由
と
す

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
価
値
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
か
疑
問
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

（
27
）　

本
決
定
も
、
法
律
関
係
文
書
に
い
う
「
法
律
関
係
」
は
、「
挙

証
者
と
文
書
の
所
持
者
と
の
間
の
」
法
律
関
係
で
あ
る
こ
と
を
必
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要
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
後
掲
注（
40
）参
照
）。

（
28
）　

前
掲
札
幌
高
決
平
成
二
五
・
一
二
・
一
〇
参
照
。

（
29
）　

民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
後
段
に
い
う
「
法
律
関
係
」
に
は
、
契

約
関
係
の
ほ
か
、
債
務
不
履
行
、
不
当
利
得
、
事
務
管
理
、
不
法

行
為
等
の
契
約
関
係
以
外
の
法
律
関
係
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
異
論
が
見
ら
れ
な
い
。
菊
井
維
大
＝
村
松
俊
夫
『
全

訂
民
事
訴
訟
法
Ⅱ
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
八
九
年
）
六
一
八
頁
、

兼
子
一
ほ
か
『
条
解
民
事
訴
訟
法
〔
初
版
〕』（
弘
文
堂
・
一
九
八

六
年
）
一
〇
五
八
頁
［
松
浦
馨
］、
兼
子
一
ほ
か
・
前
掲
注（
16
）一

一
九
六
頁
［
加
藤
］、
秋
山
ほ
か
・
前
掲
注（
4
）三
八
三
頁
、
高
田

ほ
か
編
・
前
掲
注（
9
）五
一
〇
頁
［
三
木
］
な
ど
参
照
。

（
30
）　

菊
井
＝
村
松
・
前
掲
注（
29
）六
二
〇
頁
、
兼
子
ほ
か
・
前
掲
注

（
16
）一
一
九
六
頁
［
加
藤
］、
秋
山
ほ
か
・
前
掲
注（
4
）三
八
四
頁

な
ど
。
表
現
は
異
な
る
が
、
兼
子
一
ほ
か
・
前
掲
注（
29
）一
〇
六

〇
頁
［
松
浦
］
が
、「
法
律
関
係
の
構
成
要
件
事
実
を
記
載
す
る

（
直
接
証
明
す
る
）
も
の
や
、
構
成
要
件
事
実
を
推
認
せ
し
め
る
事

実
を
記
載
す
る
（
構
成
要
件
事
実
を
間
接
に
証
明
す
る
）
も
の
で

も
よ
い
」
が
、「
当
該
文
書
が
共
通
文
書
（
非
自
己
使
用
・
内
部
文

書
）
と
し
て
、
挙
証
者
と
所
持
者
そ
の
他
の
者
の
共
同
の
目
的
・

利
用
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
す

る
の
も
、
同
旨
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
31
）　

法
律
関
係
文
書
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
旧
法
下
の
解
釈
が
現
行

法
下
で
も
引
き
継
が
れ
る
と
す
る
の
が
、
立
案
担
当
者
の
説
明
で

あ
る
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
『
一
問
一
答　
新
民
事
訴
訟

法
』（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
九
六
年
）
二
五
三
頁
参
照
）。
学

説
で
は
、
現
行
法
が
新
た
に
四
号
の
規
定
を
設
け
て
文
書
提
出
義

務
を
一
般
義
務
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
三
号
に
つ
い
て
は
旧
法
下

に
お
け
る
よ
う
な
拡
張
的
な
解
釈
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
の

見
方
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
刑
事
事
件
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、

四
号
ホ
の
規
定
に
よ
り
四
号
の
一
般
義
務
の
対
象
外
と
さ
れ
て
お

り
、
現
行
法
の
下
で
も
な
お
限
定
義
務
の
規
律
に
服
し
て
い
る
と

言
え
る
こ
と
か
ら
、
旧
法
下
の
解
釈
を
引
き
続
き
維
持
す
る
こ
と

が
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
本
和
彦
「
判
批
」
法
研
八
一

巻
一
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
二
九
頁
も
参
照
。

（
32
）　

菊
井
＝
村
松
・
前
掲
注（
29
）六
二
〇
頁
参
照
。
東
京
高
決
昭
和

五
三
・
一
一
・
二
一
判
時
九
一
四
号
五
八
頁
も
、「
右
規
定
［
旧
三

一
二
条
三
号
後
段
］
の
法
律
関
係
に
『
付
き
』
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
、
特
定
の
法
律
関
係
の
『
た
め
に
』

作
成
さ
れ
た
も
の
、
即
ち
当
該
文
書
が
挙
証
者
と
所
持
者
と
の
法

律
関
係
の
発
生
、
変
更
、
消
滅
等
を
規
制
す
る
目
的
の
も
と
に
作

成
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
法
律
関
係
の
発
生
、

変
更
、
消
滅
の
基
礎
と
な
り
又
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
事
項
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
場
合
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
」
が
、

「
所
持
者
又
は
作
成
者
の
内
部
的
事
情
か
ら
専
ら
そ
の
者
の
自
己
使

用
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
に
す
ぎ
な
い
も
の
は
、
こ
れ
に
は
該

ら
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
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（
33
）　

共
通
文
書
と
は
、
民
訴
法
二
二
〇
条
三
号
（
旧
三
一
二
条
三

号
）
の
定
め
る
利
益
文
書
と
法
律
関
係
文
書
の
基
礎
と
な
っ
た
概

念
で
あ
り
、「
挙
証
者
と
所
持
者
の
共
同
の
利
益
の
た
め
に
作
成
さ

れ
た
文
書
や
、
共
同
の
事
務
遂
行
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
」

（
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
注（
9
）五
一
二
頁
［
三
木
］）、「
挙
証
者
と

所
持
者
そ
の
他
の
共
同
の
利
益
・
目
的
・
利
用
等
の
た
め
に
作
成

さ
れ
た
文
書
」（
兼
子
一
ほ
か
・
前
掲
注（
29
）一
〇
五
二
頁
［
松

浦
］）
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
共
通
文
書
概
念
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
竹
下
守
夫
＝

野
村
秀
敏
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
文
書
提
出
命
令
（
二
・
完
）」
判

評
二
〇
六
号
（
一
九
七
六
年
）
一
一
六
頁
以
下
に
詳
し
い
。

（
34
）　

兼
子
一
ほ
か
・
前
掲
注（
29
）一
〇
六
〇
頁
［
松
浦
］
参
照
。

（
35
）　

伊
藤
眞
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
七
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
〇

年
）
四
四
八
頁
参
照
。

（
36
）　

文
書
提
出
命
令
の
申
立
事
案
で
は
な
い
が
、
大
学
病
院
を
持
つ

学
校
法
人
が
死
者
の
遺
体
を
遺
族
の
承
諾
を
得
て
解
剖
し
、
臓
器

を
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
等
に
し
て
保
存
す
る
関
係
は
、
遺
族
と
学
校
法

人
と
の
間
の
寄
付
（
贈
与
）
ま
た
は
使
用
貸
借
契
約
で
あ
る
と
判

示
し
た
例
と
し
て
、
東
京
地
決
平
成
一
二
・
一
一
・
二
四
判
時
一

七
三
八
号
八
〇
頁
が
あ
る
。

（
37
）　

本
決
定
が
例
示
す
る
よ
う
に
、
死
体
の
解
剖
に
は
原
則
と
し
て

そ
の
遺
族
の
承
諾
が
必
要
と
さ
れ
る
（
死
体
解
剖
保
存
法
七
条
）

こ
と
や
、
司
法
解
剖
を
す
る
場
合
に
解
剖
す
べ
き
死
体
に
つ
い
て

直
系
の
親
族
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
刑
訴
法
二
二
五
条
一
項
、
一
六
八

条
一
項
、
刑
訴
規
則
一
三
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
一
〇

一
条
）
こ
と
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
遺
族
ら
の
法
的
利
益
を

尊
重
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
死
体
の
解
剖

に
あ
た
っ
て
、
特
に
礼
意
を
失
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨
の
定
め
と
し
て
、
死
体
解
剖
保
存
法
二
〇
条
や
刑
事

訴
訟
規
則
一
〇
一
条
（
同
規
則
一
三
二
条
に
よ
り
鑑
定
に
準
用
さ

れ
る
）
も
参
照
。

（
38
）　

大
阪
地
判
昭
和
五
一
・
二
・
一
六
判
時
八
二
九
号
七
四
頁
は
、

捜
査
機
関
が
身
元
判
明
遺
体
を
身
元
不
明
と
誤
認
し
て
司
法
解
剖

に
付
し
た
こ
と
が
違
法
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
同
判
決
は
、「
遺

体
が
毀
損
さ
れ
ず
に
だ
び
に
付
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
尊
厳
と
死

者
の
冥
福
を
希
求
す
る
遺
族
の
至
情
と
し
て
、
死
別
の
悲
し
み
と

は
別
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

（
39
）　

こ
の
よ
う
な
法
律
関
係
は
、
当
該
利
益
に
対
す
る
侵
害
行
為
が

現
に
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
未
発
生
な
い
し
不
存
在
の
法

律
関
係
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
法
律
関
係
文
書
に
お
け
る

「
法
律
関
係
」
は
、
実
体
法
上
、
客
観
的
に
存
在
す
る
こ
と
ま
で
は

必
要
と
し
な
い
と
す
る
の
が
従
前
の
理
解
と
さ
れ
る
。
大
渕
・
前

掲
注（
14
）六
四
頁
参
照
。

（
40
）　

本
決
定
か
ら
は
、
法
律
関
係
文
書
に
い
う
「
法
律
関
係
」
は
、

三
号
後
段
の
文
言
ど
お
り
、「
挙
証
者
と
文
書
の
所
持
者
と
の
間
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の
」
法
律
関
係
を
い
う
と
す
る
理
解
が
読
み
取
れ
る
。
学
説
上
は
、

挙
証
者
と
文
書
の
所
持
者
と
の
間
の
法
律
関
係
に
限
ら
ず
、
訴
訟

物
た
る
法
律
関
係
も
含
ま
れ
る
と
す
る
旨
の
見
解
も
主
張
さ
れ
て

お
り
（
三
上
威
彦
「
判
批
」
法
研
七
九
巻
七
号
（
二
〇
〇
六
年
）

八
四
頁
参
照
）、
右
の
見
解
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
件
解
剖
文
書
は
、

基
本
事
件
の
訴
訟
物
で
あ
る
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
権
の
構
成
要
件
の
一
部
（
看
護
師
の
患
者
に
対
す
る
権
利
侵
害

の
有
無
・
程
度
）
に
関
連
す
る
事
項
が
記
載
・
記
録
さ
れ
た
文
書

と
し
て
法
律
関
係
文
書
性
が
肯
定
さ
れ
る
と
の
説
明
も
可
能
で
あ

る
が
、
本
決
定
が
こ
れ
と
異
な
る
理
解
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

（
41
）　

日
本
弁
護
士
連
合
会
「
文
書
提
出
命
令
及
び
当
事
者
照
会
制
度

改
正
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
改
正
要
綱
試
案
」（
二
〇
一
二
年
二
月

一
六
日
付
）
第
一
、
四
に
よ
れ
ば
、
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ホ
の

規
定
を
削
除
し
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
等
に
つ
い
て
も
公
務
秘
密

文
書
（
四
号
ロ
）
と
同
様
の
枠
組
み
と
す
る
旨
の
提
言
が
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
三
木
浩
一
＝
山
本
和
彦
編
『
民
事
訴
訟
法
の
改
正

課
題
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
二
年
）
一
一
四
頁
以
下
で
は
、
現
行
の

除
外
事
由
（
四
号
イ
な
い
し
ホ
）
を
文
書
提
出
拒
絶
権
と
し
て
再

構
成
し
、
刑
事
事
件
関
係
書
類
等
に
つ
い
て
は
公
務
秘
密
文
書
の

一
つ
と
し
て
文
書
提
出
拒
絶
権
の
有
無
を
判
断
す
る
考
え
方
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
秘
密
保
持
命
令
（
特
許
一
〇
五
条
の
四
以
下
参

照
）
の
導
入
も
含
め
た
立
法
提
案
と
し
て
、
大
渕
・
前
掲
注（
14
）

七
七
頁
参
照
。

（
42
）　

前
記
宇
賀
裁
判
官
補
足
意
見
は
、
本
文
引
用
部
分
に
続
け
て

「
四
号
ホ
に
掲
げ
る
文
書
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
立

法
論
と
し
て
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
て
お
り
、

林
景
一
裁
判
官
も
こ
れ
に
同
調
す
る
。

�

（
令
和
三
年
二
月
一
九
日
脱
稿
）　

川
嶋　

隆
憲


